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１．基本コンセプト 

・本事業で展開するモビリティ・マネジメント（MM）は、交通環境が改善された際や対象と
する方のライフスタイル等が変化するタイミングで実施することが効果的。 

 
・旭川市では本年11月「バスロケーションシステム」の実証実験を予定。 
 
・ライフスタイル等が変化するタイミングとしては、 
  例えば、 
   〇学生の新入学や引越しした転入者 
   〇企業への新入社員 
   〇公共交通の主な需要者である高校生は、中学生の段階で志望校を選択 

「モビリティ・マネジメントの実施が効果的なタイミング」 
を見極めて、実施 

交通環境の改善 

ライフスタイルが変化した時期 

ＭＭの 
実施効果 

が高い 
タイミング 

（例） 
・バスロケーションシステムの実証実験 

・ＩＣカードの導入 

・路線／ダイヤの改善 等 

（例） 

・高校／大学等の新入生 
・中学 3 年の志望校選択 
・転入 者 

・企業／行政等の新入社員／新入職員 等 



２．企画内容 
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１．企業向けMM ２．高等教育機関向けMM 

３．学校向けMM ４．地域への出前講座 ＋ WS 

・実施内容：企業/行政機関を対象とした公共交通
利用促進に向けたMMの実施 

 
・実施時期：11月～12月 
      ※バスロケ実験の期間を考慮 
 
・対象：企業/行政機関 
 
・方法：企業/行政組織の社員/職員へのコミュニ

ケーションアンケート 

・実施内容：地域住民を対象とした公共交通利用
促進に向けたMMの実施 

 
・実施時期：11月～12月 
      ※バスロケ実験の期間を考慮 
 
・対象：東鷹栖地区／春光台地区 
 
・方法：出前講座＋ワークショップ 
 
 ※H26実施内容をエリアを変え実施 
 ※バスロケ利用促進・バス利用促進も含む 

・実施内容：中学校３年生向けに通学カタログを作
成・提供し公共交通を考慮した志望校選
択に繋げるMMの実施 

 
・実施時期：11月～12月 
      ※高校選択時期を考慮 
 
・対象：市内の中学校の中学3年生 
     ※校長会や教頭会等で希望校を募集 
 
・方法：進学先別通学カタログの作成・提供 
    ※次ページ参照 

・実施内容：高校生を対象とした公共交通利用促
進に向けたMMの実施 

 
・実施時期：11月～12月 
      ※バスロケ実験の期間を考慮 
 
・対象：旭川工業高等専門学校 
 
・方法：出前講座＋ワークショップ 
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（参考事例）：八戸市 



３．スケジュール（案） 

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

バスロケーションシステム 

１）企業向けMM 

２）高等教育機関MM 

３）学校MM 

４）地域への出前講座 
                       ＋WS 

実証実験の実施 

MM実施 

対象企業や機関の募集 

ツール等の準備 

効果検証 

対象校の募集 

対象校の募集 
通学 

カルテの
作成 

通学 
カルテの 
提供 

全
体
計
画 

参加者募集 

ツール等の準備 

関係者協議 
実施 

（２地区） 



４．見積内訳 

業務項目 概算金額 割合 

１）企業向けMM 653千円 30％ 

２）高等教育機関MM 437千円 20％ 

３）学校向けMM 654千円 30％ 

４）地域への出前講座＋WS 446千円 20％ 

合計 2,190千円 100％ 


